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　新型コロナウイルス感染症の脅威もなくなり、世界中が本来のペースを取り戻しつつある本年度も
拡大防止を第一に、今できる会員に役立つ事業を考えて、運営をしてまいりました。

特筆すべき報告事項
１．法人会の根幹である新設法人説明会を書面・会場参加型で開催、決算期別法人説明会を書面・オ

ンライン（Zoom による live 聴講）・会場参加型で開催した。そのほかの会場参加型としては、７月
に消費税の実務経理講座、９月から１１月に簿記講座、年末調整説明会を千葉地区（１０月）、市原
地区（１１月）でオンライン（Zoom による live 聴講）・会場参加型で開催した。

２．新しい生活様式を意識したオンラインセミナーを５月に「基礎から電子帳簿保存法」、. ６月に「メー
ルのビジネスマナー」、７月に「はじめての経理実務」、８月に「決算整理・決算書作成」、９月に「Ｗ
ｏｒｄビジネス文書作成」、「法人税・消費税入門」、１１月に「Ｅｘｃｅｌ関数活用術」、「電子帳簿
保存法」、１月に「ＬＩＮＥ公式アカウントの使い方」、２月に「Google 活用術」「基礎から学ぶ給
与計算実務」、３月に「決算整理・決算書作成」などオンラインセミナーを合計で１２回開催した。

３．税を考える週間を中心に開催している支部連合別税務研修会では、「改正電子帳簿保存法」と「令
和５年度税制改正のあらまし」について研修した。

４．毎年恒例の役職員研修会については、１１月に納税５団体、千葉南彰友会との共催により税を考
える週間事業として、生田富孝千葉南税務署長を講師に、「税とＤＸ～デジタルトランスフォーメー
ション」をテーマに研修した。

５．部会活動では、女性部会が千葉南間税会との共催により生田富孝千葉南税務署長との懇談会・青
年部会が生田富孝千葉南税務署長を講師とした税務研修会・源泉部会が千葉南税務署、市原市役所
の各担当官を講師とした令和５年度年末調整、法定調書作成、給与支払い報告書の研修会を開催した。

６．広報活動としては８月に会報１４２号、１１月に会報１４３号、１月に１４４号、３月に１４５
号を発刊し、税務署からのお知らせとして①「インボイス制度に関する改正」、②「納税証明書の便
利な請求と受取方法」、③「安全便利なキャシュレス納付」、④定額減税制度について」また千葉県
から依頼された個人住民税の特別徴収のポスター・チラシ等を全会員に送付した。

７．租税教育事業としては、６月に千葉市立有吉小学校、７月に市原市立八幡小学校、千葉市立土気
南小学校（エコ研修と併せて）で租税教室を開催、また租税教室を開催した小学生を対象に税に関
する絵はがきコンクールを実施して１，５２８点（前年１９４点）の応募があり、９月８日に審査会
が開催され、８点の特別賞が選出され１０月１７日に表彰式を開催した。

８．会員親睦事業としては、７月に青年部会親睦ゴルフ大会、青年部会海外研修会、９月に市原地区
会員交流会、女性部会会員交流会、１０月に第１３回チャリティーゴルフ大会、千葉地区会員交流会、
源泉部会課外研修会、第２２回視察研修会、１２月に青年部会会員交流会を開催した。

９．ホームページ運営については最新の税情報、活動情報をいち早く掲載して、会員に役立つ情報提
供に努めた。

10．会議関係では、理事会、各委員会、支部連合役員会、支部役員会、部会役員会も必要最低限の会
議に抑え感染拡大防止に努めた。

11.　　会員異動に関する事項
　　　令和５年４月１日　　　　 ２，５５７社　　法人のみ　　２，４７０社
　　　入　会　　　　　　　　　　　　６７社　　　　　　　　　　 ６２社
　　　退　会　　　　　　　　　　　　７８社　　　　　　　　　 　７７社
　　　令和６年３月３１日　　　 ２，５４６社　　　　　　　　２，４５５社
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